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 大陸地殻を構成する花崗岩類は，太陽系の惑星では地球にのみ大量に存在し，地殻形成
過程の理解に重要な岩石である。その中でも，アダカイト質花崗岩類は主に若いプレート
が沈み込み部分溶融することで形成される岩石 1)であり，高い Sr/Y 比と低いY 濃度を併せ
持つなどの特殊な化学組成を有する 2)。そのため地殻−マントル間の物質循環に関連し，地
殻の進化や地球深部の環境について研究する上で注目されている。暗色包有物は，火成岩
にしばしば認められる母岩と比べて黒色で細粒な部分を指し，アダカイト質花崗岩にも含
まれることがある。暗色包有物の起源は主に捕獲岩起源とマグマ起源（MME: Mafic 
Microgranular Enclave）の２つがあり，特にMME はその成因が母岩と密接に関連する可能
性が高い。現在，MME の起源は主に(1)Magma-mixing，(2)Restite，(3)Early-segregation の３
つのモデルが提唱されており，これらのモデルに基づきマグマプロセスの詳細な検討を行
うことができる 3)。 
	 西南日本白亜紀の葛城トーナル岩は，大阪府南部に位置する東西 15 km，南北 10 km の
岩体で，デラミネートした下部地殻の部分溶融に起源を持つアダカイトとされている 4)5)。
主に斜長石，黒雲母，石英，角閃石からなる角閃石–黒雲母トーナル岩であり，岩体の一部
にはMME を伴う。MME も母岩と同様に斜長石，黒雲母，角閃石，石英からなるが，細
粒の斑れい岩質である。本研究では，葛城トーナル岩中のMME の形成過程とマグマ組成
に与えた影響について，全岩化学組成と Sr-Nd 同位体組成，鉱物化学組成から考察した。 
	 葛城トーナル岩 10 試料とMME16 試料の全岩化学組成分析は，溶融ガラスビード法で波
長分散型蛍光X 線分析装置を用いて行った。希土類元素（REE）分析は，蛍光X 線分析で
使用したガラスビードを酸分解して希土類元素を単離した後，誘導結合プラズマ質量分析
装置を用いて行った。Sr とNd の同位体分析は表面電離型磁場型質量分析装置を用いて，
葛城トーナル岩 8 試料とMME16 試料に対して行った。鉱物化学組成は電子線プローブマ
イクロアナライザで分析した。 
	 葛城トーナル岩の全岩化学組成はハーカー図上で直線のトレンドを形成したが，母岩と
MME のトレンドはいくつかの元素において一致しなかった。斜長石について，母岩と
MME はAn20Ab80—An74Ab26， An22Ab75Or3—An71Ab29の同一の範囲を示した。角閃石は母岩と
MME ともに actinolite—tschermakite の広い組成範囲を示した 6)が，大部分が
magnesiohornblende であった。同位体分析の結果は，母岩とMME の 87Sr/86Sr 同位体初生値
（SrI）はそれぞれ 0.70718—0.70726 と 0.70725—0.70749 であり，143Nd/144Nd 同位体初生値の
CHUR（Chondritic Uniformed Reservoir7））からの変化量（εNd）は-4.00—-4.32 と-4.06—-4.49
であった。εNd は母岩とMME が示す組成範囲の大部分が重複したが，SrI は岩体の中心部
付近のMME(SrI=0.70743-0.70749)がその他の試料(SrI=0.70718-0.70731)よりも僅かに高く，
明瞭に分かれた。MME形成モデルについて検討すると，(1)Magma-mixing modelにおいて，
MME は酸性マグマの定置後に塩基性マグマが混入するマグマの混交に由来する。そのた
め母岩とMME の起源マグマは異なり，化学組成及び同位体初生値は，起源マグマを端成
分とした様々な混合値を示すと考えられる。葛城トーナル岩の場合，母岩とMME は SrI
と εNd ともに狭い範囲に集中した。SrI は一部のMME が他の試料よりも僅かに高いもの
の，MME と母岩の斜長石と角閃石の組成が同一の値を示すことを考慮すると，MME と葛
城トーナル岩の起源は同一であると考えられる。また，SrI の高いMME と低いMME の間
に中間的な値が存在しないことも，Magma-mixing model により形成されたMME である可
能性が低いことを支持する。(2)Restite model の場合，MME は部分溶融の残渣に由来する
ため，ハーカー図上でMME と母岩が直線のトレンドを形成する。しかし，葛城トーナル
岩とそのMME ではハーカー図において直線のトレンドを形成しない元素があり，このモ
デルに否定的である。(3)Early-segregation model では，MME は cumulate やマグマチャンバ
ーの壁面，火道などで急冷された早期晶出相に由来し，同一起源マグマの再流入などの地
質学的イベントが起こることで分散し，MME となると考えられている。このモデルでは
母岩とMME の起源マグマが同じであり，これは葛城トーナル岩とそのMME の特徴と一
致している。また，MME の鉱物組み合わせはMME から葛城トーナル岩メルトにかけて
の SiO2含有量と対応する安山岩質メルトからの早期晶出鉱物 8)と一致する。以上のことか
ら，葛城トーナル岩のMME はEarly-segregation model により形成されたMME であると考
えられる。 
	 早期晶出相の形成と分離はメルトの化学組成を変化させうる重要なマグマイベントであ
る。特に，Sr/Y—Y アダカイト判別図 2)で葛城トーナル岩とMME が逆方向のトレンドを形
成することは，MME の形成が葛城トーナル岩を形成したメルトの Sr/Y 比やY 濃度に影響
した可能性が高いことを示唆している。葛城トーナル岩のアダカイト質な化学組成は，マ
スバランス計算によりオリジナルなメルトから約20％のMMEを分離することにより説明
することができる。このことは，葛城トーナル岩が pseudo-adakite である可能性を示唆する。 
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